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第
24
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
編
集
を
初
め
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、つ
た
な
い
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、力
を
合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た
。

過
去
の
編
集
後
記
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
お
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、地
域
の
保
健
衛
生
活
動
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、私
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

た
富
山
市
の
東
部
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
も
こ
こ
数
年
は
開
催

で
き
ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
検
査
の
迅
速
化
等
の
技
術
の
進
歩
や
、マ
ス
ク
着
用
や
手

指
の
消
毒
等
の
人
々
の
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、こ
の
編
集

を
と
お
し
て
、
色
々
な
活
動
が
再
開
さ
れ
る
の
を
見
て
、
少
し

ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

色
々
な
活
動
が
一
度
途
絶
え
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
前
の
保
健
衛

生
活
動
の
再
開
は
、人
々
の
中
に
保
健
衛
生
活
動
の
重
要
性
が

浸
透
し
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、よ
り
良
い
環
境
と
思
想
を
次
の

世
代
へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。こ
の
会
報
で
、

再
開
さ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、活
動

再
開
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　（
村
上
　
記
）

令
和
四
年
度
役
員

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

第
六
十
五
回
定
期
総
会
は
、
令
和
四
年
五
月
十

八
日（
水
）午
後
一
時
半
か
ら
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
松
丘
副
会
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、
五
十
嵐

会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
富
山
県
知

事（
代
読
・
木
内
哲
平
厚
生
部
長
）か
ら
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
あ
と
、
県
の
施
策
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
っ
た
。最
初
に
県
厚
生
部
健
康
課
長
・

久
崎
み
の
り
氏
よ
り
「
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

　今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
新
規
事
業
と
し

て
県
東
部
環
境
巡
視
員
等
研
修
会
で
ご
み
拾
い

を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」を

体
験
研
修
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
内
六
地
区
で
行
っ
て
お
り
ま
す「
三

世
代
環
境
・
保
健
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業
」は
、

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
重
点
事
業
の
「
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動

の
推
進
」
と
し
て
昨
年
よ
り
国
立
立
山
青
少
年

自
然
の
家
と
の
共
催
で
始
ま
り
ま
し
た
小
学
校

五
・
六
年
生
を
対
象
と
し
た「
環
境
学
習
会
」の

事
業
や
、三
世
代
の
モ
デ
ル
事
業
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

第
六
十
五
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
る

第
六
十
五
回
　定
期
総
会
　会
長
挨
拶

指
し
て
〜
富
山
県
に
お
け
る
健
康
課
題
と
健
康

増
進
施
策
〜
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
り
続
い
て

県
生
活
環
境
文
化
部
参
事
環
境
政
策
課
長
・
中

島
浩
薫
氏
よ
り
「
富
山
県
の
環
境
施
策
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
話
が
あ
っ
た
。（
別
掲
）

　
定
足
数
の
確
認
後
議
事
に
入
り
、
令
和
三
年

度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

続
い
て
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
第
六
十
七
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生

大
会
を
高
岡
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。ま
た
、
令
和
四
年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ
た

後
、
麦
島
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
全

て
終
了
し
た
。

の
視
点
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
が
将
来
に
お
い

て
も
持
続
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い
世
代

か
ら
の
環
境
保
健
衛
生
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
実
施
し
て
お

り
ま
す
。全
県
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
み
ん

な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
に
も
若

い
世
代
の
参
加
を
一
層
進
め
る
こ
と
も
大
切
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
面
の
取
組
み
で
は
、「
人
生
百
年
時
代
に

向
け
て
」、「
要
介
護（
フ
レ
イ
ル
）予
防
」の
推
進

を
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
一
環
と
し
て
、富
山
県
の
健
康
課
題
で

あ
る
野
菜
の
接
収
量
と
減
塩
に
つ
い
て
配
慮
し

た
食
事「
健
食
」に
つ
い
て
の
研
修
会
も
行
う
予

定
で
す
。ま
た
、
昨
年
よ
り
始
め
ま
し
た「
出
前

健
康
講
座
」は
、県
連
合
会
の
健
康
部
会
の
内
容

を
希
望
市
町
村
に
出
向
い
て
行
う
も
の
で
、
高

齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
（
は
ち
だ
ん
き

ん
）」の
研
修
が
で
き
ま
す
。是
非
、開
催
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
県
民
一
人
一
人
が
会

員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
我
々
の
連
合
会
が
組
織

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
一
の
環
境
先
端
県
、
健
康
寿
命
日
本
一
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
我
々
の

住
ん
で
い
る
大
事
な
ふ
る
さ
と
富
山
が
、
そ
し

て
県
民
一
人
一
人
が
本
当
に
元
気
で
暮
ら
せ
る
、

健
康
で
暮
ら
せ
る
県
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家
の
協
力
を
得
、
重
点
事
項
の「
富

山
湾
の
環
境
保
全
」の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
次
の
ね
ら
い
で

実
施
し
た
。

　「
海
岸
漂
着
ご
み
、
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
体
験
を
通
し
て
学
習

す
る
こ
と
で
、海
洋
ご
み
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
広
め
、ま
た
、海

の
豊
か
さ
や
恵
み
を
体
感
す
る
活
動
を
通
し
て
、
一
層
、
次
の
世

代
に
美
し
い
富
山
湾
を
引
き
継
ぐ
活
動
に
寄
与
す
る
意
欲
や
態

度
の
向
上
を
図
る
。」

期
　
日
　
令
和
四
年
九
月
三
日（
土
）〜
四
日（
日
）一
泊
二
日

参
加
者
　
小
学
校
五
・
六
年
生
　
十
四
名
　

共
　
催
　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家

【
一
日
目
】

①
開
講
式
　
岩
瀬
浜
海
岸

②
岩
瀬
浜
で
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
体
験
、流
木
・
プ
ラ
ご
み
ク
ラ
フ
ト
用
の
材
料
集
め

③
早
月
川
河
口
、魚
津
漁
港
近
く
の
漂
着
ご
み
視
察

④
魚
釣
り
体
験（
黒
部
市
石
田
浜
）　
　

⑤
漂
着
ご
み（
流
木
＆
プ
ラ
ご
み
）で
ク
ラ
フ
ト

【
二
日
目
】

①
水
遊
び（
常
願
寺
川
　
富
山
市
小
見
地
区
）

②
ま
と
め
の
時
間
　
　

マイクロプラスチック調査 ごみ拾いボランティア

魚釣り体験 網場の視察

まとめの時間 漂着ゴミでクラフト

第
二
回
青
少
年
環
境
学
習
会

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃〃〃
　 

〃 

新
〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
事
】
新

　 

〃 

新
〃

【
常
任
理
事
】

〃〃〃
　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃〃

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
氷
見
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
魚
津
市
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

田
中
　
賢
次

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

杉
本
　
一
雄

浅
生
　
　
修

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

水
口
　
広
信

田
中
　
昌
明

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

【
常
任
理
事
】

　 

〃 

新

　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃

　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃〃〃〃〃〃〃〃

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
立
山
町
）

（
舟
橋
村
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

加
納
　
昌
之

米
陀
　
峰
信

中
易
　
厚
司

　

　
　
悦
郎

長
㔟
　
静
雄

吉
田
　
　
均

鍋
谷
　
正
成

広
嶋
　
寿
雄

萩
原
　
　
勉

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

中
島
　
　
勇

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

【
活
動
を
終
え
て
の
感
想
】

・
海
や
川
等
の
ご
み
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
る
と
人
に
も
被
害
が
で
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

・
今
後
日
本
の
海
の
た
め
に
、
海
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
を
捨
て
な
い
。

・
海
に
ご
み
が
あ
る
の
は
、
自
分
た
ち
の
せ
い
な
の
で
、
一

人
一
人
が
ポ
イ
捨
て
に
気
を
つ
け
る
と
い
い
と
思
っ
た
。

海
で
の
清
掃
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

・
一
つ
の
海
が
汚
れ
る
と
他
の
海
も
汚
れ
る
こ
と
、
世
界

中
が
汚
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
自
分
に
何
が
で
き
る

か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
海
岸
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
海

に
行
っ
た
り
、
今
回
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
し
ま
す
。

・
ぼ
く
は
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
み
拾

い
に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

ゴ　　　ミ
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富山県の平均寿命と健康寿命の差（R1）

8.84年

11.65年

（出典）令和元年度国民生活基礎調査結果

富
山
県
の
環
境
施
策
に
つ
い
て

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
て

〜
富
山
県
に
お
け
る
健
康
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　健
康
増
進
施
策
〜

富
山
県
厚
生
部
健
康
対
策
室
健
康
課
長
　

久
崎
　
み
の
り
氏

〇
富
山
県
の
健
康
寿
命
の
状
況

　
健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の
問
題
で

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
」
を
言
い
ま
す
。富
山
県

の
健
康
寿
命
は
３
年
に
一
度
の
調
査
で

は
延
び
て
い
ま
す
が
、一
方
で
平
均
寿
命

と
の
間
に
男
性
で
約
９
年
、女
性
で
約
12

年
の
差
が
あ
り
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
健
康
に
関
す
る
富
山
県
民
の
状
況

　
令
和
２
年
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
れ
ば
、
富
山
県
民
の
死
因
の

48
・
６
％
が
、が
ん
や
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。特
定
検
診
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
富

山
県
民
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
割
合
が

全
国
的
に
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、県
で
は「
野
菜
摂
取
量

の
増
加
」「
減
塩
」「
身
体
活
動
の
増
加
」の
観
点
で
生
活
習
慣
を

見
直
す
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

〇
県
の
取
組
状
況

　
平
成
28
年
の
県
民
栄
養
健
康
調
査
で
は
、「
野
菜
摂
取
量
」や

「
１
日
当
た
り
の
歩
数
」、「
メ
タ
ボ
該
当
者
の
割
合
」で
数
値
が

悪
化
し
、「
食
塩
摂
取
量
」に
つ
い
て
も
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

せ
ん
。特
に
働
き
盛
り
世
代
の
数
値
が
良
く
な
い
指
標
も
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、県
は
次
の
観
点
で
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
の
た
め
の
食
生
活
の
改
善
や

運
動
習
慣
の
定
着
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
①
働
き
盛
り
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業（
健
康
ポ
イ
ン
ト
）

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
元
気
と
や
ま
か
が
や
き

ウ
ォ
ー
ク
」を
活
用
し
、健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施

富
山
県
生
活
環
境
文
化
部
参
事
環
境
政
策
課
長

中
島
　
浩
薫
氏

　
県
で
は
、
今
年
３
月
に
「
富
山
県
環
境
基
本
計
画
」
を
改
定

し
、
新
た
な
目
標
で
あ
る
「
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
が
保

全
・
創
造
さ
れ
、
人
と
自
然
が
共
生
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
で

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
真
の
幸
せ
）
が
向
上
し
た
社
会
」
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、
今
年
度
の
主
な
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
環
境
美
化
の
推
進
】

　
近
年
、海
洋
ご
み
問
題
が
世
界

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
す
べ
て
の
海
岸
で
海

岸
漂
着
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
約
８
割
が
県
内
河
川
を
通

じ
て
海
に
流
出
し
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。海
岸
漂
着
物
を

減
ら
す
た
め
に
は
、海
岸
で
の
清

掃
活
動
だ
け
で
な
く
、街
な
か
な

ど
内
陸
部
で
の
清
掃
活
動
や
、
そ
も
そ
も
散
乱
ご
み
を
発
生

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
県
で
は
、
毎
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
市
町
村
と
連
携

し
て
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
県
内
全
域
で
の
清
掃
活
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
を
展

開
し
て
お
り
、
７
月
に
高
岡
市
松
太
枝
浜
で
海
岸
特
別
清
掃

を
開
催
し
、
県
民
約
千
名
の
ご
参
加
の
も
と
、
約
10
ト
ン
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。連
合
会
の
皆
様
に
も
、
各
地
で
の
清
掃

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
清
掃
活
動
に
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ

せ
、
競
技
と
し
て
の
楽
し
さ
を
加
え
た
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
の

日
　
時
　
令
和
四
年
六
月
三
十
日（
木
）
午
後
一
時
〜
三
時

場
　
所
　
富
山
市
岩
瀬
浜
海
岸

参
加
者
　
五
十
五
名

講
　
師
　
一
般
社
団
法
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
　
小
西
　
和
孝
氏

内
　
容
　
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

体
験
」と「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
紹
介
」 

　
五
十
嵐
県
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
講
師
の
小
西
先
生
が
ル
ー

ル
説
明
し
、
尾
田
県
連
副
会
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
参
加
者

全
員
で「
ご
み
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
」と
発
声
し
、
競
技
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
猛
暑
の
中
、
一
チ
ー
ム
四
人
か
ら
五
人
の
十
一
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
実
施
。熱
中
症
対
策
と
し
て
、
水
分

補
給
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
塩
分
補
給
の
飴
、

首
に
巻
く
保
冷
剤
入
り
の
タ
オ
ル
な
ど
を

配
付
し
、
ご
み
拾
い
の
時
間
も
予
定
の
一

時
間
か
ら
三
十
分
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
。

　
優
勝
　
滑
川
チ
ー
ム
　
次
勝
　
富
山
市

Ｄ
チ
ー
ム
　
三
位
　
魚
津
市
Ａ
チ
ー
ム

　
こ
の
後
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回

収
体
験
の
説
明
、
浦
出
専
務
理
事
の
閉
会

の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

ま
と
め
　

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
、
自
然
と
環
境
美
化
意
識
が
根
付
く

こ
と
か
ら
、恒
例
行
事
と
し
、各
地
区
で
も

取
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

※「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」と
は
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
行
う
も
の
で
、
チ
ー
ム
制
で
、
制
限
時
間

を
設
け
、
分
別
し
て
ご
み
を
拾
い
、
種
類
ご
と

に
重
さ
を
量
り
、
決
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付

け
、
ポ
イ
ン
ト
の
多
い
チ
ー
ム
が一
位
に
な
る
ゲ

ー
ム
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

令
和
四
年
度
環
境
巡
視
員
等
研
修
会（
県
東
部
）

②
野
菜
を
も
う
一
皿
！
食
べ
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
減
塩
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

　
　
野
菜
充
足
度
が
わ
か
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
ス
ー

パ
ー
店
頭
で
１
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
摂
取
を
啓
発
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
減
塩
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
　
　

③
ぐ
っ
す
り
と
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
睡
眠
満
足
度
が
全
国
最
下
位
で
あ
る
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、睡
眠
の
重
要
性
を
啓
発
す
る「
ぐ
っ
す
り
と
や
ま
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
や
チ
ー
ム
対
抗
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
開
催

２
　
若
者
や
高
齢
者
の
栄
養
課
題
へ
の
取
組
み

①
つ
な
が
る
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
健
康
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

働
き
盛
り
世
代
や
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
健
康
づ
く
り
に
取

組
み
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
野
菜
の
寄
付
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

②
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
高
齢
期
の
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

③
フ
レ
イ
ル
予
防
に
向
け
た
食
生
活
改
善
に
関
す
る
講
習
会

の
開
催

〇
ま
と
め

　
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
生
活
の
質

を
低
下
さ
せ
、医
療
費
の
増
大
を
招
き
、働
く
世
代
の
負
担
増
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
健
康
づ
く
り
に

取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、運
動
習
慣
の
定
着
、減

塩
や
野
菜
摂
取
な
ど
の
食
生
活

の
改
善
、
十
分
な
睡
眠
に
よ
る

休
息
、
歯
・
口
腔
の
健
康
な
ど

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
す
。そ
の
た
め
、県
で
は
、

家
庭
、学
校
、職
場
、地
域
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海岸特別清掃（7月3日高岡市松太枝浜）

普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
連
合
会
の
研
修
に
お

い
て
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
を
実
施
さ
れ
、
県
か
ら
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
の
促
進
】

　
ま
た
、
県
で
は
、
幅
広
い
県
民
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
今
年

７
月
に
、
企
業
や
グ
ル

ー
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
と
や
ま
海
ご
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
県
内
の
海
岸
、
街
な
か
、
ご
近
所

で
の
日
常
的
な
清
掃
活
動
や
、
身
近
な
人
に
海
洋
ご
み
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
７
月
に
は
設
立
記
念
活
動
と
し
て
、
海
岸
特
別
清
掃
に
お

い
て
、
初
め
て
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
メ
ン
バ
ー

を
対
象
と
し
た
学
習
会
を
、
８
月
か
ら
順
次
開
催
し
て
お
り
、

今
年
度
は
あ
と
２
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
上
流
に
位
置
す
る
岐
阜
県
と
連
携
し
て
海

岸
漂
着
物
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
両
県
で
同
じ

日
に
実
施
す
る
清
掃
活
動
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
清
掃

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
広
く
入
部
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、
入
部
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
ま
と
め
】

　
県
で
は
今
後
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
拡
大
と
快
適
で
恵

み
豊
か
な
環
境
の
実
現
、
環
境
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可
能

な
地
域
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

とやま海ごみボランティア部ロゴ

ゴ
　
ミ

日
　
時
　
令
和
四
年
八
月
二
九
日（
月
）
十
時
〜
十
三
時
半

場
　
所
　
日
本
海
ガ
ス
ル
ー
ム
　ｐ
ｒｅｇ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
市
黒
崎
四
〇
五
の
六

参
加
者
　
十
六
名

研
修
会
テ
ー
マ

　「
県
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
課
題
で
あ
る
減
塩
と
野
菜
の

摂
取
量
に
関
し
て
そ
の
改
善
を
目
指
す
『
健
食
』
に
つ
い
て

研
修
し
、メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
普
及
を
図
る
」

講
　
師
　
富
山
県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
勝
田
　
幸
子
氏

講
　
話
　「
減
塩
と
野
菜
を
も
う
一
皿
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
」

調
理
実
習

① 

お
い
し
い
減
塩
調
理

② 

野
菜
を
多
く
取
る
食
事

　 

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、包
丁
を
持
ち

食
材
を
切
り
ま
し
た
。

③ 

実
食
　
　
④ 

片
付
け
・
ま
と
め

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
毎
日
、奥
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
料
理
を

食
べ
て
感
謝
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
、自
分
達
が
料
理
人
に
な

っ
た
気
持
ち
に
な
って
、五
種
類
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
何
を
先
か
ら
料
理
を
す
る
の
か
、マ
ニュ
ア
ル
に
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、い
ざ
実
践
に
な
る
と
手
順
が
分
か
ら
ず
手
間
取
り
ま
し
た
。

又
、味
付
け
の
調
味
料
の
分
量
も

適
当
に
な
り
苦
労
し
っ
ぱ
な
し
。

ま
と
め

　
実
食
し
た
感
想
で
は
、食
材
の
旨

み
や
感
触
も
い
ま
い
ち
で
し
た
。毎

日
、奥
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
料
理

を
感
謝
し
つ
つ
、自
分
達
で
も
料
理

が
出
来
る
男
性
に
な
っ
て
、奥
さ
ん

に
食
べ
さ
せ
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

令
和
四
年
度
第
一
回
健
康
専
門
部
会
研
修
会

・
・
・「
健
食
」調
理
実
習
・
研
修
会
開
催
報
告
・
・
・

 メニュー
・「シラスとわかめの混ぜご飯」
・「キャベツのミルフィーユ」
・「トマトともやしの中華和え」
・「大豆入りのっぺい汁」
・「もちもち　よもぎだんご」

（3） （2）

（3） （2）
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富山県の平均寿命と健康寿命の差（R1）

8.84年

11.65年

（出典）令和元年度国民生活基礎調査結果

富
山
県
の
環
境
施
策
に
つ
い
て

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
て

〜
富
山
県
に
お
け
る
健
康
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　健
康
増
進
施
策
〜

富
山
県
厚
生
部
健
康
対
策
室
健
康
課
長
　

久
崎
　
み
の
り
氏

〇
富
山
県
の
健
康
寿
命
の
状
況

　
健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の
問
題
で

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
」
を
言
い
ま
す
。富
山
県

の
健
康
寿
命
は
３
年
に
一
度
の
調
査
で

は
延
び
て
い
ま
す
が
、一
方
で
平
均
寿
命

と
の
間
に
男
性
で
約
９
年
、女
性
で
約
12

年
の
差
が
あ
り
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
健
康
に
関
す
る
富
山
県
民
の
状
況

　
令
和
２
年
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
れ
ば
、
富
山
県
民
の
死
因
の

48
・
６
％
が
、が
ん
や
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。特
定
検
診
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
富

山
県
民
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
割
合
が

全
国
的
に
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、県
で
は「
野
菜
摂
取
量

の
増
加
」「
減
塩
」「
身
体
活
動
の
増
加
」の
観
点
で
生
活
習
慣
を

見
直
す
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

〇
県
の
取
組
状
況

　
平
成
28
年
の
県
民
栄
養
健
康
調
査
で
は
、「
野
菜
摂
取
量
」や

「
１
日
当
た
り
の
歩
数
」、「
メ
タ
ボ
該
当
者
の
割
合
」で
数
値
が

悪
化
し
、「
食
塩
摂
取
量
」に
つ
い
て
も
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

せ
ん
。特
に
働
き
盛
り
世
代
の
数
値
が
良
く
な
い
指
標
も
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、県
は
次
の
観
点
で
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
の
た
め
の
食
生
活
の
改
善
や

運
動
習
慣
の
定
着
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
①
働
き
盛
り
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業（
健
康
ポ
イ
ン
ト
）

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
元
気
と
や
ま
か
が
や
き

ウ
ォ
ー
ク
」を
活
用
し
、健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施

富
山
県
生
活
環
境
文
化
部
参
事
環
境
政
策
課
長

中
島
　
浩
薫
氏

　
県
で
は
、
今
年
３
月
に
「
富
山
県
環
境
基
本
計
画
」
を
改
定

し
、
新
た
な
目
標
で
あ
る
「
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
が
保

全
・
創
造
さ
れ
、
人
と
自
然
が
共
生
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
で

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
真
の
幸
せ
）
が
向
上
し
た
社
会
」
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、
今
年
度
の
主
な
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
環
境
美
化
の
推
進
】

　
近
年
、海
洋
ご
み
問
題
が
世
界

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
す
べ
て
の
海
岸
で
海

岸
漂
着
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
約
８
割
が
県
内
河
川
を
通

じ
て
海
に
流
出
し
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。海
岸
漂
着
物
を

減
ら
す
た
め
に
は
、海
岸
で
の
清

掃
活
動
だ
け
で
な
く
、街
な
か
な

ど
内
陸
部
で
の
清
掃
活
動
や
、
そ
も
そ
も
散
乱
ご
み
を
発
生

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
県
で
は
、
毎
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
市
町
村
と
連
携

し
て
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
県
内
全
域
で
の
清
掃
活
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
を
展

開
し
て
お
り
、
７
月
に
高
岡
市
松
太
枝
浜
で
海
岸
特
別
清
掃

を
開
催
し
、
県
民
約
千
名
の
ご
参
加
の
も
と
、
約
10
ト
ン
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。連
合
会
の
皆
様
に
も
、
各
地
で
の
清
掃

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
清
掃
活
動
に
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ

せ
、
競
技
と
し
て
の
楽
し
さ
を
加
え
た
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
の

日
　
時
　
令
和
四
年
六
月
三
十
日（
木
）
午
後
一
時
〜
三
時

場
　
所
　
富
山
市
岩
瀬
浜
海
岸

参
加
者
　
五
十
五
名

講
　
師
　
一
般
社
団
法
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
　
小
西
　
和
孝
氏

内
　
容
　
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

体
験
」と「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
紹
介
」 

　
五
十
嵐
県
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
講
師
の
小
西
先
生
が
ル
ー

ル
説
明
し
、
尾
田
県
連
副
会
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
参
加
者

全
員
で「
ご
み
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
」と
発
声
し
、
競
技
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
猛
暑
の
中
、
一
チ
ー
ム
四
人
か
ら
五
人
の
十
一
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
実
施
。熱
中
症
対
策
と
し
て
、
水
分

補
給
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
塩
分
補
給
の
飴
、

首
に
巻
く
保
冷
剤
入
り
の
タ
オ
ル
な
ど
を

配
付
し
、
ご
み
拾
い
の
時
間
も
予
定
の
一

時
間
か
ら
三
十
分
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
。

　
優
勝
　
滑
川
チ
ー
ム
　
次
勝
　
富
山
市

Ｄ
チ
ー
ム
　
三
位
　
魚
津
市
Ａ
チ
ー
ム

　
こ
の
後
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回

収
体
験
の
説
明
、
浦
出
専
務
理
事
の
閉
会

の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

ま
と
め
　

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
、
自
然
と
環
境
美
化
意
識
が
根
付
く

こ
と
か
ら
、恒
例
行
事
と
し
、各
地
区
で
も

取
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

※「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」と
は
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
行
う
も
の
で
、
チ
ー
ム
制
で
、
制
限
時
間

を
設
け
、
分
別
し
て
ご
み
を
拾
い
、
種
類
ご
と

に
重
さ
を
量
り
、
決
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付

け
、
ポ
イ
ン
ト
の
多
い
チ
ー
ム
が一
位
に
な
る
ゲ

ー
ム
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

令
和
四
年
度
環
境
巡
視
員
等
研
修
会（
県
東
部
）

②
野
菜
を
も
う
一
皿
！
食
べ
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
減
塩
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

　
　
野
菜
充
足
度
が
わ
か
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
ス
ー

パ
ー
店
頭
で
１
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
摂
取
を
啓
発
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
減
塩
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
　
　

③
ぐ
っ
す
り
と
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
睡
眠
満
足
度
が
全
国
最
下
位
で
あ
る
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、睡
眠
の
重
要
性
を
啓
発
す
る「
ぐ
っ
す
り
と
や
ま
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
や
チ
ー
ム
対
抗
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
開
催

２
　
若
者
や
高
齢
者
の
栄
養
課
題
へ
の
取
組
み

①
つ
な
が
る
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
健
康
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

働
き
盛
り
世
代
や
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
健
康
づ
く
り
に
取

組
み
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
野
菜
の
寄
付
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

②
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
高
齢
期
の
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

③
フ
レ
イ
ル
予
防
に
向
け
た
食
生
活
改
善
に
関
す
る
講
習
会

の
開
催

〇
ま
と
め

　
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
生
活
の
質

を
低
下
さ
せ
、医
療
費
の
増
大
を
招
き
、働
く
世
代
の
負
担
増
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
健
康
づ
く
り
に

取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、運
動
習
慣
の
定
着
、減

塩
や
野
菜
摂
取
な
ど
の
食
生
活

の
改
善
、
十
分
な
睡
眠
に
よ
る

休
息
、
歯
・
口
腔
の
健
康
な
ど

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
す
。そ
の
た
め
、県
で
は
、

家
庭
、学
校
、職
場
、地
域
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海岸特別清掃（7月3日高岡市松太枝浜）

普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
連
合
会
の
研
修
に
お

い
て
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
を
実
施
さ
れ
、
県
か
ら
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
の
促
進
】

　
ま
た
、
県
で
は
、
幅
広
い
県
民
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
今
年

７
月
に
、
企
業
や
グ
ル

ー
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
と
や
ま
海
ご
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
県
内
の
海
岸
、
街
な
か
、
ご
近
所

で
の
日
常
的
な
清
掃
活
動
や
、
身
近
な
人
に
海
洋
ご
み
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
７
月
に
は
設
立
記
念
活
動
と
し
て
、
海
岸
特
別
清
掃
に
お

い
て
、
初
め
て
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
メ
ン
バ
ー

を
対
象
と
し
た
学
習
会
を
、
８
月
か
ら
順
次
開
催
し
て
お
り
、

今
年
度
は
あ
と
２
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
上
流
に
位
置
す
る
岐
阜
県
と
連
携
し
て
海

岸
漂
着
物
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
両
県
で
同
じ

日
に
実
施
す
る
清
掃
活
動
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
清
掃

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
広
く
入
部
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、
入
部
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
ま
と
め
】

　
県
で
は
今
後
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
拡
大
と
快
適
で
恵

み
豊
か
な
環
境
の
実
現
、
環
境
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可
能

な
地
域
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

とやま海ごみボランティア部ロゴ

ゴ
　
ミ

日
　
時
　
令
和
四
年
八
月
二
九
日（
月
）
十
時
〜
十
三
時
半

場
　
所
　
日
本
海
ガ
ス
ル
ー
ム
　ｐ
ｒｅｇ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
市
黒
崎
四
〇
五
の
六

参
加
者
　
十
六
名

研
修
会
テ
ー
マ

　「
県
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
課
題
で
あ
る
減
塩
と
野
菜
の

摂
取
量
に
関
し
て
そ
の
改
善
を
目
指
す
『
健
食
』
に
つ
い
て

研
修
し
、メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
普
及
を
図
る
」

講
　
師
　
富
山
県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
勝
田
　
幸
子
氏

講
　
話
　「
減
塩
と
野
菜
を
も
う
一
皿
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
」

調
理
実
習

① 

お
い
し
い
減
塩
調
理

② 

野
菜
を
多
く
取
る
食
事

　 

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、包
丁
を
持
ち

食
材
を
切
り
ま
し
た
。

③ 

実
食
　
　
④ 

片
付
け
・
ま
と
め

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
毎
日
、奥
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
料
理
を

食
べ
て
感
謝
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
、自
分
達
が
料
理
人
に
な

っ
た
気
持
ち
に
な
って
、五
種
類
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
何
を
先
か
ら
料
理
を
す
る
の
か
、マ
ニュ
ア
ル
に
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、い
ざ
実
践
に
な
る
と
手
順
が
分
か
ら
ず
手
間
取
り
ま
し
た
。

又
、味
付
け
の
調
味
料
の
分
量
も

適
当
に
な
り
苦
労
し
っ
ぱ
な
し
。

ま
と
め

　
実
食
し
た
感
想
で
は
、食
材
の
旨

み
や
感
触
も
い
ま
い
ち
で
し
た
。毎

日
、奥
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
料
理

を
感
謝
し
つ
つ
、自
分
達
で
も
料
理

が
出
来
る
男
性
に
な
っ
て
、奥
さ
ん

に
食
べ
さ
せ
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

令
和
四
年
度
第
一
回
健
康
専
門
部
会
研
修
会

・
・
・「
健
食
」調
理
実
習
・
研
修
会
開
催
報
告
・
・
・

 メニュー
・「シラスとわかめの混ぜご飯」
・「キャベツのミルフィーユ」
・「トマトともやしの中華和え」
・「大豆入りのっぺい汁」
・「もちもち　よもぎだんご」

（3） （2）

（3） （2）



編

集

後

記

編

集

後

記

第65回　富山県環境保健衛生連合会定期総会

第
24
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
編
集
を
初
め
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、つ
た
な
い
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、力
を
合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た
。

過
去
の
編
集
後
記
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
お
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、地
域
の
保
健
衛
生
活
動
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、私
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

た
富
山
市
の
東
部
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
も
こ
こ
数
年
は
開
催

で
き
ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
検
査
の
迅
速
化
等
の
技
術
の
進
歩
や
、マ
ス
ク
着
用
や
手

指
の
消
毒
等
の
人
々
の
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、こ
の
編
集

を
と
お
し
て
、
色
々
な
活
動
が
再
開
さ
れ
る
の
を
見
て
、
少
し

ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

色
々
な
活
動
が
一
度
途
絶
え
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
前
の
保
健
衛

生
活
動
の
再
開
は
、人
々
の
中
に
保
健
衛
生
活
動
の
重
要
性
が

浸
透
し
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、よ
り
良
い
環
境
と
思
想
を
次
の

世
代
へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。こ
の
会
報
で
、

再
開
さ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、活
動

再
開
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　（
村
上
　
記
）

令
和
四
年
度
役
員

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

第
六
十
五
回
定
期
総
会
は
、
令
和
四
年
五
月
十

八
日（
水
）午
後
一
時
半
か
ら
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
松
丘
副
会
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、
五
十
嵐

会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
富
山
県
知

事（
代
読
・
木
内
哲
平
厚
生
部
長
）か
ら
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
あ
と
、
県
の
施
策
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
っ
た
。最
初
に
県
厚
生
部
健
康
課
長
・

久
崎
み
の
り
氏
よ
り
「
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

　今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
新
規
事
業
と
し

て
県
東
部
環
境
巡
視
員
等
研
修
会
で
ご
み
拾
い

を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」を

体
験
研
修
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
内
六
地
区
で
行
っ
て
お
り
ま
す「
三

世
代
環
境
・
保
健
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業
」は
、

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
重
点
事
業
の
「
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動

の
推
進
」
と
し
て
昨
年
よ
り
国
立
立
山
青
少
年

自
然
の
家
と
の
共
催
で
始
ま
り
ま
し
た
小
学
校

五
・
六
年
生
を
対
象
と
し
た「
環
境
学
習
会
」の

事
業
や
、三
世
代
の
モ
デ
ル
事
業
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

第
六
十
五
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
る

第
六
十
五
回
　定
期
総
会
　会
長
挨
拶

指
し
て
〜
富
山
県
に
お
け
る
健
康
課
題
と
健
康

増
進
施
策
〜
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
り
続
い
て

県
生
活
環
境
文
化
部
参
事
環
境
政
策
課
長
・
中

島
浩
薫
氏
よ
り
「
富
山
県
の
環
境
施
策
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
話
が
あ
っ
た
。（
別
掲
）

　
定
足
数
の
確
認
後
議
事
に
入
り
、
令
和
三
年

度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

続
い
て
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
第
六
十
七
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生

大
会
を
高
岡
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。ま
た
、
令
和
四
年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ
た

後
、
麦
島
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
全

て
終
了
し
た
。

の
視
点
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
が
将
来
に
お
い

て
も
持
続
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い
世
代

か
ら
の
環
境
保
健
衛
生
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
実
施
し
て
お

り
ま
す
。全
県
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
み
ん

な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
に
も
若

い
世
代
の
参
加
を
一
層
進
め
る
こ
と
も
大
切
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
面
の
取
組
み
で
は
、「
人
生
百
年
時
代
に

向
け
て
」、「
要
介
護（
フ
レ
イ
ル
）予
防
」の
推
進

を
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
一
環
と
し
て
、富
山
県
の
健
康
課
題
で

あ
る
野
菜
の
接
収
量
と
減
塩
に
つ
い
て
配
慮
し

た
食
事「
健
食
」に
つ
い
て
の
研
修
会
も
行
う
予

定
で
す
。ま
た
、
昨
年
よ
り
始
め
ま
し
た「
出
前

健
康
講
座
」は
、県
連
合
会
の
健
康
部
会
の
内
容

を
希
望
市
町
村
に
出
向
い
て
行
う
も
の
で
、
高

齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
（
は
ち
だ
ん
き

ん
）」の
研
修
が
で
き
ま
す
。是
非
、開
催
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
県
民
一
人
一
人
が
会

員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
我
々
の
連
合
会
が
組
織

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
一
の
環
境
先
端
県
、
健
康
寿
命
日
本
一
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
我
々
の

住
ん
で
い
る
大
事
な
ふ
る
さ
と
富
山
が
、
そ
し

て
県
民
一
人
一
人
が
本
当
に
元
気
で
暮
ら
せ
る
、

健
康
で
暮
ら
せ
る
県
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家
の
協
力
を
得
、
重
点
事
項
の「
富

山
湾
の
環
境
保
全
」の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
次
の
ね
ら
い
で

実
施
し
た
。

　「
海
岸
漂
着
ご
み
、
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
体
験
を
通
し
て
学
習

す
る
こ
と
で
、海
洋
ご
み
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
広
め
、ま
た
、海

の
豊
か
さ
や
恵
み
を
体
感
す
る
活
動
を
通
し
て
、
一
層
、
次
の
世

代
に
美
し
い
富
山
湾
を
引
き
継
ぐ
活
動
に
寄
与
す
る
意
欲
や
態

度
の
向
上
を
図
る
。」

期
　
日
　
令
和
四
年
九
月
三
日（
土
）〜
四
日（
日
）一
泊
二
日

参
加
者
　
小
学
校
五
・
六
年
生
　
十
四
名
　

共
　
催
　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家

【
一
日
目
】

①
開
講
式
　
岩
瀬
浜
海
岸

②
岩
瀬
浜
で
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
体
験
、流
木
・
プ
ラ
ご
み
ク
ラ
フ
ト
用
の
材
料
集
め

③
早
月
川
河
口
、魚
津
漁
港
近
く
の
漂
着
ご
み
視
察

④
魚
釣
り
体
験（
黒
部
市
石
田
浜
）　
　

⑤
漂
着
ご
み（
流
木
＆
プ
ラ
ご
み
）で
ク
ラ
フ
ト

【
二
日
目
】

①
水
遊
び（
常
願
寺
川
　
富
山
市
小
見
地
区
）

②
ま
と
め
の
時
間
　
　

マイクロプラスチック調査 ごみ拾いボランティア

魚釣り体験 網場の視察

まとめの時間 漂着ゴミでクラフト

第
二
回
青
少
年
環
境
学
習
会

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃〃〃
　 

〃 

新
〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
事
】
新

　 

〃 

新
〃

【
常
任
理
事
】

〃〃〃
　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃〃

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
氷
見
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
魚
津
市
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

田
中
　
賢
次

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

杉
本
　
一
雄

浅
生
　
　
修

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

水
口
　
広
信

田
中
　
昌
明

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

【
常
任
理
事
】

　 

〃 

新

　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃

　 

〃 

新

　 

〃 

新
〃〃〃〃〃〃〃〃

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
立
山
町
）

（
舟
橋
村
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

加
納
　
昌
之

米
陀
　
峰
信

中
易
　
厚
司

　

　
　
悦
郎

長
㔟
　
静
雄

吉
田
　
　
均

鍋
谷
　
正
成

広
嶋
　
寿
雄

萩
原
　
　
勉

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

中
島
　
　
勇

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

【
活
動
を
終
え
て
の
感
想
】

・
海
や
川
等
の
ご
み
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
る
と
人
に
も
被
害
が
で
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

・
今
後
日
本
の
海
の
た
め
に
、
海
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
を
捨
て
な
い
。

・
海
に
ご
み
が
あ
る
の
は
、
自
分
た
ち
の
せ
い
な
の
で
、
一

人
一
人
が
ポ
イ
捨
て
に
気
を
つ
け
る
と
い
い
と
思
っ
た
。

海
で
の
清
掃
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

・
一
つ
の
海
が
汚
れ
る
と
他
の
海
も
汚
れ
る
こ
と
、
世
界

中
が
汚
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
自
分
に
何
が
で
き
る

か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
海
岸
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
海

に
行
っ
た
り
、
今
回
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
し
ま
す
。

・
ぼ
く
は
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
み
拾

い
に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

ゴ　　　ミ
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